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1.はじめに 

 近年，鋼殻の切開き接合や，鋼製地中連壁の本体利用等，鋼材と RC との複

合構造物が増加している．鋼材と RC の一体化には鉄筋を用いる方法がある． 
これまでの研究で，細径の接合鉄筋のせん断特性に関する実験の報告はあるが，

太径鉄筋（D32～D51）に関してはない．そこで，本実験では太径鉄筋のせん

断耐力やせん断バネ値を把握することを目的とし，実験を行った． 
2.実験概要 

試験体概要：試験ケースを表 1 に，代表的な試験体の寸法と形状を図 1 に示す．

接合鉄筋は，鋼材に溶接したカップラとスリーブを介して機械的に接合した．

試験体の形状・寸法は「床版接合部押し抜きせん断試験」1)を参考にした．試

験は，鉄筋径，軸力導入量，本数，せん断面位置の異なる 9 体について実施し

た．なお，接合鉄筋の定着長は 12D（D は鉄筋径），コンクリートの圧縮強度

は 40N/mm2とした． 
載荷方法および計測項目：載荷状況を図 2 に示す．載荷は静的単調載荷とし，

左右フランジに荷重を当分配させるため球座を介して実施した．試験体のコン

クリート部と試験体セット用ベース間には，石膏を敷き試験機と試験体との不

陸を調整した．荷重は試験機によって計測し，せん断バネ値算定のため，フラ

ンジとコンクリート間に生ずる相対ずれをせん断鉄筋と同じ高さにおいて前後

4 ヵ所測定した． 
3.実験結果 

 荷重－平均相対ずれ関係を図 3 に示す．試験体 No.7 と No.9 は載荷能力

(600kN)を超えたため，最大荷重を捉えることができなかった．図 3 に示すよ

うに，載荷終了後に試験体についてコンクリート部を除去し接合鉄筋の損傷状 
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図 1 試験体寸法および形状 

表 1 試験体および試験結果一覧 

図 2 載荷状況 

図 3 荷重－平均相対ずれ関係 
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接合鉄筋 D51
(SD345)

規格値
材料

試験値
降伏耐力 最大耐力

A fsy fsye Vy Vmax 式(1) 式(２) 式(1) 式(２)

1 2.5 421.0 435.0 858.5

2 0.0 305.3 381.5 776.0

3 2.5 4 D38 456 カップラ 1140 393.3 603.5 540.5 566.0 1167.5 236.0 513.0 269.0 513.0

4 5.0 カップラ 409.0 636.8 1295.3

5 0.0 スリーブ 1084.2 510.5 1192.0

6 0.0 カップラ 484.8 126.3 103.3

7 5.0 4 616.3 741.3 1515.3

8 5.0 2 806.1 1016.0 2324.0

9 0.0 4 827.2 624.8 1515.8

※鉄筋の材質：SD345
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況を調べた．その結果，以下の 2 つの接合鉄筋の破壊パターンが確認できた． 
1,カップラおよび中継ボルトの破壊 
2,スリーブ内の中継ボルトと圧着鉄筋の間での破壊 

ほぼ全ての接合鉄筋がカップラおよび中継ボルトの破壊であった． 
 試験結果を降伏耐力，せん断耐力，およびせん断バネ値に着目し，表 1
にまとめ，せん断耐力に関して図 5 に示した．なお，降伏耐力は「頭付きス

タッドの押し抜きせん断試験方法（案）とスタッドに関する研究の現状」2)

に準じて，せん断耐力の 1/3 の割線剛性を 0.2mm オフセットした荷重とし

た．また，せん断バネ値は最大荷重の 1/3 での割線剛性とした． 
 表内のせん断耐力は下記の式(1)，(2)を基に算定した． 
(1)「鋼管矢板基礎設計施工便覧」3)方法 

6.0××= syfAV  

(2)「H 形鋼を芯材とする土留め壁本体利用の設計の手引き」4)の方法 
( ) 5.05.0 cck EfAV ×′××=  

但し ( ) 25.02 N/mm900N/mm500 ≤×′≤ cck Ef  
ここで， ckf ' はコンクリートの圧縮強度， cE はコンクリートのヤング係数で

ある． 
 鉄筋径が大きくなるとともに，せん断耐力が向上している．せん断耐力に

関しては，式(1)，(2)より算出した値を全て上回った．以上より，本接合方

式を用いた場合，トンネル技術協会の式(2)によりせん断耐力を算定できる

ことがわかった．また，定着長 12D で十分なせん断耐力を有することが確

認できた． 
 せん断バネ値と鉄筋径の関係を図 6 に示す．鉄筋径が大きくなるにつれ，

せん断バネ値が向上した．また，本接合方式を用いたせん断バネ値は，接合

鉄筋のせん断バネ値がφ22 の頭付きスタッドのせん断バネ値に直径比の 2
乗を乗ずることにより算定できると仮定した式(3)に対して上回っていた．

これは，太径のカップラを用いたためであると考えられる． 
( )222/100 φ×=srk  [ ]kN/mm   (3) 

 軸力のせん断特性に及ぼす影響を検証するため，試験体 No.1 と No.2，
No.4 と No.6，No.7 と No.9 を比較する．軸力によりせん断耐力は若干増加

する傾向にあるが，せん断バネ値は増加したものと減少したものがあった．

今回の実験では，軸力の影響による顕著な差異は見られなかった． 
 4.まとめ 
 本実験で得られた知見を以下に示す． 
・ コンクリート中でせん断力を受ける接合鉄筋の破壊パターンを把握することができた． 
・ 本接合方式を用いた場合，(2)式により算定したせん断耐力を満足することがわかった． 
・ 本接合方式を用いた場合，式(3)に示す 2 次推定式により算定したせん断バネ値を上回ることが確認できた． 
・ 定着長 12D で十分なせん断耐力を有することが確認できた． 
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図 4 接合鉄筋損傷状況写真 
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図 6 せん断バネ値－鉄筋径関係 
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